
は
じ
め
に

人
が
集
え
ば
、
話
が
弾
み
互
い
の
近
況
や
悩
み
事
な
ど
由
無
し
ご
と
を
繰
り
返

す
の
が
常
だ
が
、
そ
れ
が
宴
席
で
あ
れ
ば
尚
更
で
あ
る
。
気
心
の
知
れ
た
間
柄
な

ら
、
多
く
を
語
る
必
要
と
て
な
い
が
、
時
に
口
ま
で
出
か
け
て
思
い
と
ど
ま
る
こ

と
も
あ
る
。

し
か
し
、
自
ら
の
思
い
を
口
で
は
な
く
手
（
筆
）
で
表
せ
た
ら
ど
ん
な
に
良
い

だ
ろ
う
。
絵
画
表
現
の
な
か
で
寄
合
描
き
と
い
う
作
品
群
が
今
日
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
寄
合
う
場
所
は
主
催
者
宅
や
寺
社
仏
閣
、
時
に
料
亭
で
の
席
画
な
ど
衆
人

監
視
の
な
か
で
の
制
作
も
あ
っ
た
が
、
書
画
を
通
し
て
自
己
表
現
す
る
こ
と
の
愉

し
さ
が
そ
こ
に
は
あ
る
。

寄
合
描
き
は
大
阪
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
も
の
で
書
家
や
画
家
を
中
心
に
時
に

主
題
を
決
め
、
あ
る
い
は
勝
手
気
侭
に
制
作
さ
れ
た
。
書
画
家
の
感
慨
を
込
め
た

作
品
に
よ
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
寄
合
描
き
の
醍
醐
味
と
言
え
る
が
、
江
戸
時
代
、
文

化
的
な
素
養
が
商
談
を
も
左
右
し
た
大
坂
町
人
は
、
乞
わ
れ
れ
ば
寄
合
描
き
に
参

画
す
る
こ
と
も
あ
り
、
近
代
の
画
塾
な
ら
師
匠
と
弟
子
の
合
作
も
当
然
の
如
く
残

さ
れ
た
。
そ
の
意
味
で
、
寄
合
描
き
は
必
ず
し
も
書
画
の
専
門
家
だ
け
の
専
売
特

許
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
経
緯
で
制
作
さ
れ
た
作
品
は
、
参
加
者
が
多
け
れ
ば
、
そ
の
作
画
位

置
に
よ
り
上
下
関
係
の
見
当
を
つ
け
た
り
、
必
ず
し
も
明
確
に
な
る
と
は
言
え
な

い
各
人
の
略
歴
を
類
推
し
た
り
と
少
な
か
ら
ず
関
連
調
査
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。
扇
面
な
ど
小
品
の
場
合
、
目
を
凝
ら
さ
な
け
れ
ば
作
品
と
作
家
の
見
極
め
さ

え
も
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
有
名
無
名
を
問
わ
ず
、
有
縁
の
人
々
が

錯
綜
す
る
寄
合
描
き
は
、
背
景
に
あ
る
人
的
構
成
や
描
か
れ
た
趣
旨
を
理
解
し
な

け
れ
ば
楽
し
め
る
作
品
と
は
成
り
得
な
い
。

寄
合
描
き
に
み
る
大
阪
画
壇

館
蔵
品
紹
介

明

尾

圭

造



も
と
よ
り
、
人
的
つ
な
が
り
を
基
調
と
す
る
寄
合
描
き
は
見
た
目
の
美
し
さ
を

競
う
作
品
で
は
な
く
、
今
日
、
書
画
商
に
と
っ
て
は
売
れ
な
い
作
品
の
筆
頭
で
あ

る
と
い
う
。
大
雅
や
蕪
村
な
ど
名
の
あ
る
作
家
が
入
っ
て
い
れ
ば
良
い
が
、
そ
れ

で
も
、
そ
の
他
の
無
名
画
家
が
作
品
と
し
て
の
価
値
を
引
き
下
げ
る
ら
し
く
売
買

の
対
象
と
し
て
は

む
ず
か
し
い

も
の
で
、

参
考
資
料

と
し
て
紹
介
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。
業
者
の
指
摘
の
如
く
作
品
と
し
て
は
独
り
立
ち
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
ろ
う
と
も
、
制
作
さ
れ
た
時
期
の
画
壇
構
成
や
人
間
関
係
を
考
え
る
上
で

は
、
貴
重
な
研
究
対
象
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
幸
い
本
学
に
は
近
世
近
代

を
代
表
す
る
大
阪
画
壇
の
寄
合
描
き
が
数
点
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
か
ら
二

点
を
選
ん
で
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

大
坂
文
人
寄
合
図

扇
面

紙
本
墨
画
淡
彩

（
縦
二
二
・
五

横
五

・

）

画
面
右
か
ら
小
米
文
人
像
（
墨
画
淡
彩
）
白
文
方
印

小
米

、
続
い
て

浮

空
煙
水
潤

倚
岸
樹
陰
涼

環
中
（
墨
書
）
白
文
方
印

中

、
続
い
て
愛

石
高
士
山
水
図
（
墨
画
）
朱
文
方
印

真
瑞

、
続
い
て

腰
鎌
願
何
之

東
圃

刈
秋
悲

世
事
不
復
論

悲
影
和
樵
叟

句
謙
無
驚
人
句
右
書
唐
人
詩
還
之

米

山
人
（
墨
書
）
白
文
方
印

田
国

、
続
い
て
豫
章
百
日
紅
図
（
著
色
）
白
文
方

印

楠
亭
？

、
続
い
て

家
住
夕
陽
江
上
邨

一
湾
流
水
徒
柴
門

種
木
松
高

於
一
屋

借
與
春
萬
養
子
孫

梅

（
墨
書
）
白
文
方
印

孤
雲
？

、
続
い
て

鼎
新
高
士
山
水
図
（
墨
画
）
白
文
方
印

鼎
春
嶽

ま
で
画
と
詩
が
交
互
に
並
ん

で
い
る
。
恐
ら
く
岡
田
米
山
人
と
そ
の
周
辺
の
画
家
や
儒
者
に
よ
る
寄
合
扇
面
図

で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

ま
ず
、
小
米
は
岡
田
米
山
人
の
息
子
半
江
（
一
七
八
二

一
八
四
六
）
の
こ
と

で
、
青
年
時
に
号
し
て
い
た
も
の
。
通
称
は
彦
兵
衛
で
字
は
子
羽
、
別
号
に
無

声
、
自
適
、
寒
山
、
独
松
楼
な
ど
が
あ
る
。
父
に
画
法
を
学
び
、
ま
た
中
国
絵
画

を
考
究
し
一
家
を
な
し
た
。
計
算
さ
れ
尽
く
し
た
確
か
な
線
描
と
上
品
な
作
画
姿

勢
は
大
坂
で
好
評
を
博
し
、
戦
前
ま
で
は
米
山
人
を
凌
ぐ
人
気
が
あ
っ
た
。
寄
合

描
き
の
先
頭
と
し
て
書
物
を
前
に
屈
託
な
く
寛
ぐ
文
人
像
を
描
い
て
い
る
。

と
な
り
に
環
中
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
が
、

平
安
人
物
誌

の
文
政
十
三
年

（
一
八
三

）
と
天
保
九
年
版
（
一
八
三
八
）
に
林
葆
光
、
号
梅
鼎
、
字
環
中
な

る
人
物
記
載
が
あ
る
。
南
都
西
御
門
丁
住
で
、
俗
称
小
林
梅
鼎
、
文
人
画
を
生
業

と
す
る
紹
介
が
あ
る
が
、
作
中
の
人
物
と
同
一
で
あ
る
か
は
定
か
で
は
な
い
。

墨
痕
鮮
や
か
な
山
水
図
の
僧
愛
石
（
生
没
年
未
詳
）
は
、
江
戸
後
期
、
紀
伊
出

身
の
画
僧
（
黄
檗
）
で
、
名
は
真
瑞
、
愛
石
は
号
、
字
は
黙
叟
。
初
め
野
呂
介
石

に
学
び
、
の
ち
諸
家
の
遺
蹟
、
画
風
を
研
究
し
て
一
家
を
成
す
。
文
化
六
年
（
一

八

九
）
に
南
河
内
郡
西
浦
（
羽
曳
野
市
）
宝
樹
寺
住
持
敬
之
如
顕
の
法
を
嗣

ぐ
。
遺
作
に
は
大
雅
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
多
い
が
、
詩
文
に
も
長
じ
て

い
た
。
後
世
、
野
呂
介
石
、
長
町
竹
石
と
な
ら
ん
で
三
石
と
い
わ
れ
書
画
愛
好
家

に
親
し
ま
れ
た
。

岡
田
米
山
人
（
一
七
四
四

一
八
二

）
は
字
士
彦
。
号
米
山
人
、
米
翁
。
通

称
を
米
屋
彦
兵
衛
。
寛
政
の
こ
ろ
西
天
満
で
米
屋
を
営
み
、
か
た
わ
ら
学
問
、
詩

文
、
書
画
を
修
め
た
。
恐
ら
く
生
業
の
米
穀
商
い
の
力
量
を
買
わ
れ
て
藤
堂
藩
蔵

屋
敷
に
伺
候
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
頃
に
は
画
名
す
で
に
高
く
、
木
村
蒹
葭



寄合描きにみる大阪画壇

堂
を
始
め
、
田
能
村
竹
田
や
浦
上
玉
堂
ら
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
彼
の
画
技
は
明

清
絵
画
よ
り
の
独
学
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
藤
堂
藩
致
仕
後
は
ま
す
ま
す
画
業
が

進
み
、
人
物
山
水
と
も
に
特
異
な
境
地
に
達
し
た
。

百
日
紅
を
描
い
た
豫
章
は
円
山
応
挙
門
下
の
西
村
楠
亭
（
一
七
五
五

一
八
三

四
）
で
、
名
は
豫
章
。
字
は
士
風
。
楠
亭
は
号
で
あ
ろ
う
。
京
都
の
嶋
屋
と
い
う

木
綿
縞
織
を
商
う
商
家
に
生
ま
れ
る
。
画
を
円
山
応
挙
に
学
び
、
応
門
十
哲
に
数

え
ら
れ
る
。
画
譜
の
刊
行
も
し
、
山
口
素
絢
と
と
も
に
風
俗
絵
師
と
し
て
そ
の
名

を
知
ら
れ
た
。
墨
書
画
の
モ
ノ
ト
ー
ン
基
調
の
本
作
に
あ
っ
て
鮮
や
か
な
写
生
画

の
紅
と
緑
が
目
を
引
き
つ
け
て
止
ま
な
い
。

十
時
梅

（
一
七
四
九

一
八

四
）
は
、
大
坂
の
人
。
名
は
賜
、
字
は
季

長
・
子
羽
、
梅

・
清
夢
軒
と
号
し
た
。
漢
学
を
伊
藤
東
所
に
、
書
を
趙
陶
斎
に

学
ぶ
。
伊
勢
長
島
藩
主
増
山
雪
斎
の
知
遇
を
得
、
長
島
に
文
礼
書
院
を
設
立
し
院

長
と
な
る
。
致
仕
後
は
大
坂
で
隠
居
し
木
村
蒹
葭
堂
や
細
合
半
斎
、
岡
田
米
山
人

等
と
交
流
し
作
画
に
明
け
暮
れ
た
。
特
に
亡
く
な
る
前
年
の
享
和
三
年
（
一
八

三
）
癸
亥
年
記
の
作
品
が
多
い
。

最
後
の
鼎
新
は
印
譜
か
ら
鼎
春
嶽
（
一
七
六
六

一
八
一
一
）
と
考
え
ら
れ

る
。
春
嶽
は
名
を
元
新
、
字
を
世
宝
、
春
嶽
と
号
し
た
。
大
坂
の
生
ま
れ
で
福
原

五
岳
に
画
法
を
学
び
、
そ
の
後
、
王
黄
望
ら
の
中
国
文
人
画
や
諸
流
派
を
研
究
し

て
一
家
を
な
し
た
。
書
家
と
し
て
も
一
流
で
あ
っ
た
と
い
う
。
岡
田
半
江
の
文
人

座
像
に
始
ま
っ
た
寄
合
描
き
を
山
中
の
閑
居
に
一
人
た
た
ず
む
文
人
の
風
情
で
締

め
く
く
っ
て
い
る
。

大
阪
画
人
花
卉
奇
石
寄
合
図

絹
本
墨
画
著
彩

（
縦
一
一
五
・
四

横
三
六
・
八

）

国
学
者
に
し
て
篆
刻
家
の
近
藤
尺
天
が
賛

待
人
物
錦
繍

吟
坐
對
気
芳

墨

気
和
花
気

揮
毫
天
地
香

尺
天
題
・
朱
文
方
印

人
瑞

を
入
れ
、
彼
と
親
交

の
あ
っ
た
画
家
達
が
花
卉
奇
石
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
右
上
か
ら
九
浦
・
朱
文

方
印

野

、
竹
圃
逸
人
敬
・
朱
文
二
重
円
印

敬

、
大
更
・
朱
文
方
印

大

更

、
秋
坪
・
朱
文
円
印
重

秋
坪

、
橋
村
子
明
・
朱
文
方
印

、

恒
富
・
朱
文
方
印

夜
雨
庵

、
楯
彦
・
朱
文
方
印

楯
彦

と
な
っ
て
い
る
。

近
藤
尺
天
（
一
八
五
七

未
詳
）
は
讃
岐
の
人
、
字
は
子
同
、
石
顛
と
号
し
、

ま
た
尺
天
と
書
す
。
別
に
痩
藤
、
人
瑞
な
ど
の
号
あ
り
。
中
村
三
蕉
に
漢
籍
を
、

敷
田
年
治
に
国
学
を
学
ぶ
と
と
も
に
篆
刻
を
善
く
す
る
。
明
治
二

年
大
阪
に
移

り
文
人
的
生
活
に
明
け
暮
れ
る
が
、
画
を
南
宋
派
の
長
老
森
琴
石
に
師
事
し
た
こ

と
か
ら
画
壇
と
の
関
係
も
深
く
な
る
。
本
作
の
菅
楯
彦
と
は
特
に
懇
意
で
合
作
も

今
日
に
多
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
楯
彦
の
弟
子
で
あ
る
生
田
花
朝
の
国
学
の
師

で
も
あ
っ
た
。

野
田
九
浦
（
一
八
七
九

一
九
七
一
）
は
東
京
下
谷
の
生
ま
れ
。
通
称
道
三
、

別
号
居
仁
。
野
田
笛
浦
の
孫
。
寺
崎
広
業
に
師
事
し
、
洋
画
を
黒
田
清
輝
に
、
俳

句
を
正
岡
子
規
に
つ
い
て
学
ぶ
。
大
阪
に
は
大
阪
朝
日
新
聞
社
入
社
に
よ
り
来
阪

し
夏
目
漱
石
な
ど
様
々
な
小
説
挿
絵
を
担
当
す
る
。
そ
の
後
、
文
展
、
帝
展
で
の

入
選
を
重
ね
同
社
を
退
社
（
大
正
六
年
）、
東
京
に
戻
る
。
洋
画
の
技
法
を
駆
使

し
た
伸
び
や
か
な
空
間
構
成
は
、
日
本
画
の
決
め
ご
と
を
超
越
し
、
九
浦
独
自
の



絵
画
表
現
を
確
立
し
た
。

水
田
竹
圃
（
一
八
八
三

一
九
五
八
）
は
大
阪
生
ま
れ
。
通
称
忠
治
、
敬
。
満

碧
堂
、
積
翠
堂
、
水
竹
堂
な
ど
と
号
す
。
姫
島
竹
外
に
師
事
。
文
展
、
帝
展
に
入

選
を
重
ね
る
が
、
大
正
一

年
に
は
池
田
桂
仙
、
河
野
秋
邨
、
田
近
竹
邨
、
山
田

介
堂
ら
と
日
本
南
画
院
を
設
立
。
そ
の
後
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
。
墨
一
色
の

作
品
よ
り
も
、
微
か
に
彩
色
さ
れ
た
品
格
あ
る
山
水
人
物
画
に
彼
の
特
色
が
あ
っ

た
。岡

本
大
更
（
一
八
七
九

一
九
四
五
）
は
伊
賀
の
人
。
通
称
を
直
道
、
大
更
と

号
す
。
東
京
、
京
都
、
大
阪
と
移
住
す
る
中
で
勤
め
な
が
ら
独
力
で
画
業
の
研
鑽

に
努
め
る
。
明
治
四
三
年
に
は
、
野
田
九
浦
、
北
野
恒
富
ら
と
巽
画
会
大
阪
支
部

結
成
に
参
画
。
大
正
三
年
に
は
私
塾

更
彩
画
塾

を
開
き
後
進
の
指
導
に
当
た

る
。
大
正
四
年
の
第
一
回
大
阪
美
術
展
覧
会
で
は
北
野
恒
富
、
菅
楯
彦
と
と
も
に

鑑
査
委
員
を
つ
と
め
る
。
ぼ
っ
て
り
と
し
た
肉
感
的
な
美
人
画
を
得
意
と
し
た

が
、
緻
密
に
再
現
さ
れ
た
衣
装
デ
ザ
イ
ン
に
彼
の
求
め
る
美
が
現
れ
て
い
る
。

山
田
秋
坪
（
一
八
七
六

未
詳
）
は
大
分
の
人
。
通
称
は
益
雄
、
字
は
士

、

秋
坪
と
号
し
、
別
に
天
香
草
堂
と
称
す
。
中
津
藩
士
で
あ
っ
た
父
が
絵
画
を
生
業

と
し
、
明
治
十
五
年
家
族
で
来
阪
す
る
。
幼
く
し
て
父
を
亡
く
し
て
後
は
、
南
宋

派
の
姫
島
竹
外
に
師
事
し
て
画
業
に
励
む
。
花
鳥
山
水
を
得
意
と
し
様
々
な
展
覧

会
に
出
品
し
入
選
を
重
ね
た
と
い
う
。

矢
野
橋
村
（
一
八
九

一
九
六
五
）
は
愛
媛
の
人
。
通
称
を
一
智
、
字
を
子

明
、
橋
村
ま
た
は
知
道
人
、
皆
宜
園
と
号
す
。
醤
油
醸
造
の
稼
業
を
厭
い
今
治
で

鈴
木
松
堂
に
日
本
画
の
手
解
き
を
受
け
る
も
飽
き
足
ら
ず
、
家
出
同
然
で
大
阪
に

出
る
。
こ
の
時
、
生
き
る
た
め
に
町
工
場
で
働
い
た
折
に
事
故
に
遭
い
左
腕
を
失

う
が
、
そ
の
後
、
南
宋
派
の
永
松
春
洋
の
門
人
と
な
り
研
鑽
努
力
を
重
ね
る
。
日

本
南
画
院
同
人
と
な
り
、
大
正
十
三
年
私
立
大
阪
美
術
学
校
を
創
立
。
昭
和
三
十

六
年
に
は

錦
楓

で
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
大
阪
の
美
術
振
興
に
貢

献
し
た
。
正
当
派
の
南
宋
絵
画
修
得
者
で
あ
り
な
が
ら
洋
画
や
近
代
画
法
を
取
り

入
れ
、
新
た
な

新
南
画

の
発
展
に
尽
力
し
た
。

北
野
恒
富
（
一
八
八

一
九
四
七
）
は
金
沢
の
生
ま
れ
。
通
称
は
寅
太
郎
、

恒
富
あ
る
い
は
そ
の
居
に
題
し
て
夜
雨
庵
と
も
号
す
。
初
め
版
下
彫
刻
に
従
事
す

る
が
、
画
家
を
志
し
て
大
阪
に
移
り
、
稲
野
年
恒
に
歌
川
派
の
浮
世
絵
を
学
ぶ
と

と
も
に
風
俗
画
の
研
鑽
に
努
め
る
。
明
治
三
四
年
に
は
大
阪
新
報
社
に
入
社
し
、

新
聞
挿
絵
を
担
当
、
次
第
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
文
展
等
で
入
選

を
重
ね
る
一
方
、
大
阪
絵
画
春
秋
会
や
大
正
美
術
会
、
大
阪
美
術
協
会
設
立
な
ど

大
阪
画
壇
に
あ
っ
て
も
中
心
的
役
割
を
担
う
。
大
正
十
二
年
に
は
大
軌
沿
線
小
阪

（
近
鉄
小
阪
）
に
画
塾
白
耀
社
を
設
け
後
進
の
指
導
に
当
た
る
。
美
人
画
に
新
風

を
巻
き
起
こ
し
、
大
阪
の
美
人
画
に
恒
富
あ
り
と
言
わ
れ
た
。
初
期
の
妖
艶
な
る

美
人
画
に
は
溢
れ
る
才
能
が
横
溢
し
て
お
り
、
作
品
に
引
き
込
ま
れ
そ
う
な
感
覚

さ
え
覚
え
る
が
、
後
年
、
次
第
に
画
面
が
単
純
化
さ
れ
洗
練
さ
れ
た
色
彩
の
作
品

に
辿
り
着
い
た
。

菅
楯
彦
（
一
八
七
八

一
九
六
三
）
は
鳥
取
倉
吉
の
人
。
通
称
は
藤
太
郎
。
父

は
日
本
画
家
の
菅
盛
南
で
、
画
業
の
基
礎
は
父
か
ら
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
幼
少

時
に
大
阪
に
移
り
住
み
終
世
を
大
阪
で
暮
ら
し
た
。
特
定
の
師
に
つ
く
こ
と
な
く

襖
絵
や
幻
灯
絵
の
彩
色
を
手
伝
い
な
が
ら
、
自
作
の
縮
図
帖
に
よ
り
四
条
派
、
狩



寄合描きにみる大阪画壇

野
派
、
土
佐
派
、
浮
世
絵
と
独
学
で
絵
画
を
研
究
し
た
。
そ
の
う
え
寸
暇
を
惜
し

ん
で
勉
学
を
怠
ら
ず
、
漢
学
を
山
本
梅
崖
、
国
学
・
有
職
故
実
を
鎌
垣
春
岡
に
つ

い
て
修
養
し
た
。
は
じ
め
盛
虎
と
号
し
た
の
は
父
を
も
凌
ぐ
画
業
を
期
待
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
の
ち
静
湖
、
静
香
な
ど
を
経
て
楯
彦
と
な
っ
た
。
楯
彦
と
は

国

を
守
る
男
子

と
い
う
意
味
で
国
学
の
師
、
春
岡
が

万
葉
集

か
ら
引
用
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
も
の
心
が
つ
く
頃
か
ら
大
阪
で
過
ご
し
た
楯
彦
は
、
純
粋

な
大
阪
人
と
言
っ
て
よ
く
、
身
に
付
け
た
国
学
や
歴
史
観
を
も
と
に
浪
華
の
風
俗

を
描
く
町
絵
師
と
し
て

浪
速
御
民

を
標
榜
す
る
な
ど
独
自
な
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
た
。
早
く
か
ら
大
阪
画
壇
の
発
展
に
貢
献
し
、
永
年
の
業
績
に
よ
り
、
昭
和

三
十
三
年
、
日
本
画
家
と
し
て
は
初
め
て
の
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
（
第
十
四
回
）

を
受
賞
す
る
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
大
阪
名
誉
市
民
と
な
る
が
、
翌
、
三
十

八
年
大
阪
市
で
逝
去
。
享
年
八
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

寄
合
描
き
を
読
み
解
く

扇
面
や
画
帖
、
双
幅
や
屏
風
の
作
品
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
寄
合

描
き
の
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
料
亭
な
ど
で
の
席
画

は
、
美
術
館
で
実
施
さ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
で
作
者
以
外
の
見

学
者
も
い
る
な
か
で
の
作
画
も
あ
っ
た
。
年
長
者
や
先
達
に
な
る
人
が
筆
を
染
め

る
と
、
順
次
、
即
興
で
後
に
続
く
姿
は
恰
も
連
歌
を
詠
ん
で
い
く
か
の
よ
う
だ
。

主
催
者
が
い
て
、
自
ら
が
人
選
し
仕
上
が
っ
た
作
品
を
手
元
に
納
め
る
者
や
、
街

道
沿
い
に
あ
る
宿
駅
等
で
数
寄
者
が
行
交
う
文
人
墨
客
に
揮
毫
を
求
め
、
長
年
月

を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
寄
合
画
帖
な
ど
、
そ
の
趣
旨
や
残
り
方
は
様
々
だ
。

今
回
取
上
げ
た

大
坂
文
人
寄
合
図

は
、
恐
ら
く
岡
田
米
山
人
を
中
心
と
す

る
友
人
知
人
で
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
十
時
梅

の
没
年
（
一
八

四
）
と
最
年

少
の
岡
田
半
江
の
生
年
（
一
七
八
二
）
か
ら
恐
ら
く
寛
政
十
二
年
（
一
八

）

か
ら
文
化
四
年
（
一
八

四
）
前
後
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ

も
画
業
に
進
ま
ん
と
す
る
小
米
（
半
江
）
に
対
す
る
米
山
人
の
親
心
か
。
人
事
も

手
技
も
人
の
中
で
揉
ま
れ
て
こ
そ
実
り
あ
る
も
の
に
な
る
と
い
う
好
例
で
あ
ろ

う
。
江
戸
期
の
大
坂
で
は
、
生
業
を
持
っ
た
上
で
の
文
雅
の
愉
し
み
は
、
こ
う
し

た
小
さ
な
扇
面
の
中
に
も
溢
れ
て
い
る
。
ま
た
、
扇
面
と
し
て
残
っ
た
本
紙
を
大

正
期
で
あ
ろ
う
か
、
本
作
の
よ
う
な
掛
幅
に
仕
立
て
直
し
て
で
も
鑑
賞
し
よ
う
と

す
る
人
々
が
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

大
阪
画
人
花
卉
奇
石
寄
合
図

は
近
藤
尺
天
の
知
己
を
中
心
に
制
作
さ
れ
た

も
の
で
何
か
の
記
念
に
制
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
尺
天
以
外
は
全
て
明
治
か
ら

大
正
に
か
け
て
大
阪
で
活
躍
し
た
画
家
達
だ
が
、
い
ず
れ
も
大
正
期
の
大
阪
美
術

展
覧
会
で
の
同
人
が
多
く
、
ま
た
、
矢
野
橋
村
と
尺
天
と
は
大
正
十
三
年
創
設
の

大
阪
美
術
学
校
で
の
校
長
と
和
漢
学
教
授
と
し
て
の
関
係
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ

ん
、
菅
楯
彦
も
個
人
的
な
つ
な
が
り
が
深
か
っ
た
こ
と
は
今
日
、
多
く
残
る
合
作

に
よ
っ
て
知
れ
る
が
、
篆
刻
家
で
あ
っ
た
尺
天
と
そ
の
他
の
作
家
と
の
関
係
（
印

譜
の
や
り
と
り
）
も
自
ず
と
類
推
さ
れ
よ
う
。
た
だ
、
本
作
が
記
念
に
集
っ
て
描

い
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
数
寄
者
に
頒
布
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
今
後
の
検

討
を
要
す
る
。

こ
う
し
た
人
的
繋
が
り
を
読
み
解
く
こ
と
は
、
歴
史
的
隔
た
り
を
埋
め
て
い
く



こ
と
で
も
あ
る
。
調
べ
る
事
の
厄
介
さ
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
、
未
だ
芳
醇
た
る
大

阪
文
化
を
味
わ
う
機
会
は
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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